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特
許
政
策
の
経
済
学

理
論
と
実
証

 

山
田
節
夫
著

　
か
つ
て
福
沢
諭
吉
が
『
西

洋
事
情
』
に
お
い
て
「
発
明

の
免
許
」
と
紹
介
し
た
諸
外

国
の
特
許
制
度
。
日
本
で
は

１
８
７
１
年
に
最
初
の
特
許

法
「
専
売
略
規
則
」
が
布
告

さ
れ
、
１
９
５
９
年
に
現
行

の
「
特
許
法
」
が
制
定
さ
れ

た
。
本
書
は
、
特
許
を
法
学

的
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
経

済
学
的
観
点
か
ら
と
ら
え
、

産
業
発
展
に
寄
与
す
る
望
ま

し
い
特
許
制
度
や
政
策
運
営

に
つ
い
て
、
理
論
的
・
実
証

的
な
分
析
を
試
み
た
研
究
書

で
あ
る
。

　
中
で
も
１
９
７
０
年
以
降

に
実
施
さ
れ
た
主
要
な
特
許

制
度
の
改
定
や
政
策
運
営
に

着
目
。
そ
れ
ら
の
経
済
効
果

に
つ
い
て
、
筆
者
独
自
の

「
モ
デ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を

用
い
て
理
論
的
・
実
証
的
な

分
析
を
実
施
し
た
上
で
政
策

評
価
を
行
い
、
政
策
的
含
意

や
新
た
な
政
策
を
提
言
し
て

い
る
。（
同
文
舘
出
版
・
４

８
０
０
円
＋
税
）

　
著
者
（
や
ま
だ
・
せ
つ

お
）

経
済
学
部
教
授
。
主

な
担
当
は
、
経
済
政
策
。

現
代
青
森
県
の
政
治
（
上
）

１
９
４
５
〜
１
９
６
９
年

 

藤
本
一
美
著

　
本
書
は
戦
後
か
ら
高
度
経

済
成
長
期
に
お
け
る
青
森
県

の
政
治
、
社
会
動
向
を
一
年

ご
と
に
分
析
、
従
来
の
青
森

研
究
と
比
較
し
て
裾
野
を
広

げ
て
分
析
し
て
い
る
の
が
特

色
で
あ
る
。

　
上
巻
で
は
、
①
津
島
知
事

か
ら
竹
内
知
事
の
県
政
運
営

②
国
政
選
挙
や
知
事
選
挙
、

各
種
地
方
選
挙
の
結
果
③
県

議
会
の
動
向
④
社
会
的
事
象

｜
｜
な
ど
が
扱
わ
れ
て
い

る
。

　
こ
の
中
で
は
、
リ
ン
ゴ
の

県
経
済
へ
の
影
響
力
の
大
き

さ
を
示
す
一
例
と
し
て
〝
リ

ン
ゴ
税
〞（
リ
ン
ゴ
取
引

税
）
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

国
の
税
制
改
革
で
廃
止
さ
れ

た
が
、
戦
後
間
も
な
い
一
時

期
に
県
財
政
は
こ
の
貴
重
な

財
源
に
支
え
ら
れ
黒
字
で
あ

っ
た
。

　
著
者
は
２
０
１
４
年
春
に

本
学
を
定
年
退
職
、
生
ま
れ

故
郷
の
青
森
県
五
所
川
原
市

に
帰
郷
し
、「
青
森
県
の
政

治
に
疎
か
っ
た
」
と
反
省
。

「
青
森
県
の
政
治
史
を
解
明

し
て
み
る
こ
と
に
し
た
」
と

語
っ
て
い
る
。

　
続
け
て
中
巻
、
下
巻
を
出

版
す
る
予
定
。（
志
學
社
・

２
５
０
０
円
＋
税
）

　
著
者
（
ふ
じ
も
と
・
か
ず

み
）

専
修
大
学
名
誉
教

授
、
元
法
学
部
教
授
。
専
門

は
、
米
国
と
日
本
の
現
代
政

治
。

　
商
学
部
の
魅
力
や
伝
統
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
力
」
を
紹

介
し
て
き
た
「
シ
リ
ー
ズ
商

学
部
50
周
年
」
は
今
号
で
最

終
回
。
最
後
は
佐
々
木
重
人

学
部
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

締
め
く
く
る
。
商

学
部
の
過
去
、
現

在
、
未
来
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
。

｜
50
年
の
歴
史

の
な
か
で
商
学

部
は
、
ど
の
よ

う
な
特
徴
を
持
っ
た
学
部

で
し
ょ
う
か
。

　
商
学
部
は
「
産
み
の
苦
し

み
」
の
連
続
と
い
う
歴
史
的

経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
専
修
大
学
が
１
９

４
９
（
昭
和
24
）
年
に
新
制

大
学
と
し
て
再
出
発
す
る
際

に
、
学
内
の
「
建
設
委
員

会
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
大
学

専
門
部
に
あ
っ
た
商
科
と
計

理
科
を
再
編
し
て
商
学
部
を

設
置
す
べ
き
と
答
申
し
ま
し

た
が
「
校
舎
建
設
用
地
買
収

の
さ
な
か
で
あ
り
、
ま
た
専

門
教
員
の
不
足
」
な
ど
に
よ

り
断
念
。
し
か
し
、
商
経
学

部
と
し
て
蒔ま

か
れ
た
種
は
、

そ
の
後
の
日
本
経
済
の
発
展

や
企
業
活
動
の
国
際
展
開
な

ど
に
よ
っ
て
、
時
代
が
そ
の

発
芽
を
求
め
、
ま
た
専
修
大

学
も
い
っ
た
ん
は
頓
挫
し
た

本
格
的
な
商
学
教
育
へ
の
志

を
65
（
昭
和
40
）
年
に
商
学

部
創
設
に
よ
り
実
現
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
商
学
部
は
、

そ
こ
に
宿
る
「
あ
き
ら
め
な

い
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け

る
」
心
意
気
を
学
生
に
吹
き

込
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
商
学
部
自
身
も

「
改
革
を
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
な
い
」
学

部
と
し
て
、
専
修
大
学
の
発

展
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま

す
。｜

商
学
部
に
は
英
語
で
展

開
し
て
い
る
ゼ
ミ
も
あ

り
、
国
際
化
の
対
応
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
商
学

部
と
し
て
の
国
際
力
に
つ

い
て
は
？

　
近
年
、
商
学
部
の
教
員
が

関
与
し
て
い
る
社
会
知
性
開

発
研
究
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
ア
ジ
ア
、
と
り
わ

け
メ
コ
ン
地
域
の
大
学
の
研

究
者
と
の
共
同
研
究
が
盛
ん

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
学
生
も
含
め
て
相
互
に
専

門
分
野
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
深
め
る
た
め
、
英
語

を
共
通
言
語
と
し
て
選
択

し
、
そ
の
表
現
能
力
を
鍛
え

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
会
計
の
分
野
で
も
、

国
際
会
計
基
準
が
「
単
一
で

高
品
質
の
会
計
基
準
」
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
の
基
準
は
、

英
語
に
よ
っ
て
発
信
さ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
解
釈
能
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
須

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

｜
学
部
生
は
学
外
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

で
活
躍
が
顕
著
で
す
。
ど

ん
な
勉
学
、
あ
る
い
は
ゼ

ミ
活
動
が
活
躍
に
結
び
つ

い
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
商
学
部
で
の
学
び
の
本
質

は
、
実
践
力
に
あ
り
ま
す
。

特
に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
担
当
教
員

の
問
題
意
識
も
大
き
く
影
響

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
基

本
的
な
知
識
や
理
論
を
学
ぶ

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
が
市

場
の
現
場
で
い
か
に
活
用
で

き
る
か
、
学
生
に
体
験
し
て

ほ
し
い
と
先
生
方
が
願
っ
て

い
る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て

学
生
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
チ

ャ
レ
ン
ジ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

｜
学
生
た
ち
が
ど
の
よ
う

な
社
会
人
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
。

　
商
学
部
の
学
生
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
の
教
員

に
よ
る
指
導
を
通
じ
て
、
市

場
研
究
と
会
計
研
究
を
包
括

的
に
学
ん
で
も
ら
い
、
オ
ー

ル
ラ
ウ
ン
ド
な
企
業
人
、
組

織
人
と
し
て
の
潜
在
力
を
身

に
つ
け
つ
つ
、
結
果
と
し
て

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
「
そ
の

道
の
プ
ロ
」
と
な
っ
て
活
躍

し
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

｜
50
周
年
企
画
は
、
地
域

と
卒
業
生
と
学
生
を
結
ぶ

と
い
う
の
が
大
き
な
柱
で

し
た
。
地
域
、
卒
業
生
を

大
切
に
す
る
意
義
は
。
今

後
の
展
開
は
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
し
ょ
う
。

　
50
周
年
企
画
と
し
て
、
新

た
に
展
開
し
た
講
義
科
目

「
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
サ
イ

ト
」
は
、
ま
さ
に
地
域
と
卒

業
生
と
学
生
を
結
ぶ
ユ
ニ
ー

ク
な
試
み
で
し
た
。
卒
業
生

の
方
々
や
地
域
社
会
に
と
っ

て
商
学
部
を
も
っ
と
身
近
な

存
在
に
し
た
い
の
で
す
。

　
今
後
は
、
こ
う
い
っ
た
科

目
群
を
さ
ら
に
増
や
し
、
人

的
に
も
場
所
的
に

も
広
が
り
の
あ
る

商
学
部
の
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
展
開

す
べ
く
、
現
在
検

討
し
て
お
り
ま

す
。

▲　前列左から６人目が佐々木学部長。５人目・甘竹秀雄さん（昭33商経）、４人目・中俣善

也さん（平４商）ら商学部の校友、学生、教員に囲まれて＝1月、生田キャンパスで

佐
々
木
重
人
学
部
長
に
聞
く

旺
盛
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

「
実
践
力
」身
に
つ
け
る

＜最終回＞10

　
敷
金
か
ら
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
代
を
引
く
の
は
正
当

か
。
礼
金
の
意
味
と
は
｜

｜
。
提
示
さ
れ
た
事
例
を
原

告
側
、
被
告
側
に
分
か
れ
て

論
証
す
る
６
大
学
参
加
の
民

法
討
論
会
（
９
月
２
日
、
東

京
・
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記

念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
）

で
、
法
学
部
中
川
敏
宏
ゼ
ミ

チ
ー
ム
が
２
位
に
輝
い
た
。

　
中
川
教
授
が
交
流
の
あ
る

研
究
者
と
６
年
前
か
ら
実
施

し
て
い
る
合
同
ゼ
ミ
合
宿
の

一
環
で
、
１
チ
ー
ム
５
人
で

論
理
の
筋
立
て
と
質
疑
応
答

の
的
確
さ
を
競
う
。
専
大
の

ほ
か
今
回
は
関
東
学
院
、
愛

知
学
院
、
國
學
院
な
ど
の
各

大
学
か
ら
８
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
２
つ
の
事
例
を
検
討
。

中
川
ゼ
ミ
は
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
の
契
約
解
除
に
関
す
る
事

例
で
家
主
（
賃
貸
人
）
側
の

主
張
を
熱
弁
し
た
（
１
位
は

亜
細
亜
大
学
チ
ー
ム
）。

　
出
場
メ
ン
バ
ー
は
ゼ
ミ
長

の
吉
垣
祐
希
さ
ん
、
中
野
絵

美
さ
ん
、
中
島
航
さ
ん
（
い

ず
れ
も
３
年
次
）
と
４
年
次

生
の
水
瀬
圭
祐
さ
ん
、
田
口

実
奈
子
さ
ん
。
水
瀬
さ
ん
と

田
口
さ
ん
は
２
年
連
続
出
場

で
、
判
例
や
法
律
を
も
と
に

論
点
を
ま
と
め
る
３
年
次
生

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　
討
論
会
で
は
各
チ
ー
ム
の

発
表
者
が
論
旨
を
説
明
し
た

後
、
賃
貸
契
約
書
の
「
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
条
項
」「
礼
金

支
払
い
特
約
」「
更
新
料
条

項
」
を
め
ぐ
り
質
疑
応
答
を

展
開
。「
事
例
を
も
と
に
法

律
を
解
釈
す
る
の
は
初
め

て
。
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

で
緻
密
に
論
理
を
積
み
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う

中
島
さ
ん
は
、
積
極
的
に
発

言
し
個
人
賞
も
受
賞
し
た
。

　
中
川
ゼ
ミ
で
は
討
論
を
重

視
。
民
法
討
論
会
を
目
標
に

各
自
が
割
り
当
て
ら
れ
た
判

例
に
つ
い
て
発
表
し
、
デ
ィ

ベ
ー
ト
力
を
磨
く
。「
論
破
す

る
こ
と
よ
り
、
自
分
の
考
え

た
論
理
を
相
手
に
納
得
さ
せ

る
の
が
面
白
い
」
と
昨
年
個

人
賞
の
水
瀬
さ
ん
は
話
す
。

　
中
川
教
授
は
「
早
口
に
な

っ
た
が
、
内
容
は
ま
ず
ま

ず
」
と
祝
福
し
た
。

法 学 部
中川ゼミ

６大学民法討論会で２位

商
・
伊
藤
教
授

２
学
会
で
受
賞

　
伊
藤
和
憲
商
学
部
教
授
の

『
Ｂ
Ｓ
Ｃ
に
よ
る
戦
略
の
策

定
と
実
行
｜
事
例
で
見
る
イ

ン
タ
ン
ジ
ブ
ル
ズ
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
統
合
報
告
へ
の
管

理
会
計
の
貢
献
』（
同
文
舘

出
版
）
が
、
今
年
度
の
日
本

原
価
計
算
研
究
学
会
の
学
会

賞
と
、
日
本
管
理
会
計
学
会

の
学
会
賞
（
文
献
賞
）
に
そ

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

◀
　
左
か
ら
吉
垣
さ
ん
、田
口
さ
ん
、中
島
さ
ん
、

中
川
教
授
、
中
野
さ
ん
、
水
瀬
さ
ん

　
経
済
学
部
国
際
経
済
学
科

の
狐
崎
知
己
ゼ
ミ
で
学
ぶ
小

山
哲
ノ
介
さ
ん
（
３
年
次
）

が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
青
年
海
外
協
力
隊
派
遣

試
験
に
〝
現
役
合
格
〞
し
、

２
０
１
６
年
１
月
、
エ
チ
オ

ピ
ア
に
向
か
う
。
２
年
間
、

首
都
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
を
中

心
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
人
材
支

援
を
目
標
に
活
動
す
る
。

「
大
学
２
年
次
ま
で
励
ん
で

き
た
陸
上
競
技
の
経
験
や
狐

崎
ゼ
ミ
で
学
ん
で
き
た
こ
と

を
生
か
し
、
現
地
の
子
ど
も

た
ち
に
走
る
楽
し
さ
を
伝
え

た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

　
愛
知
県
額
田
郡
幸
田
町
の

出
身
。
蒲
郡
東
高
時
代
は
８

０
０
㍍
を
中
心
に
リ
レ
ー
や

駅
伝
に
出
場
。
専
大
入
学
後

も
陸
上
競
技
部
員
を
目
指

し
、
部
員
と
練
習
に
励
ん
だ

が
「
距
離
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
り
き
れ
ず
」に
断
念
し
た
。

　
発
展
途
上
国
の
経
済
が
専

門
の
狐
崎
ゼ
ミ
に
入
っ
て
か

ら
は
世
界
に
目
を
向
け
、
途

上
国
へ
の
協
力
に
目
覚
め

た
。
そ
ん
な
中
で
青
年
海
外

協
力
隊
に
応
募
。「
２
年
間

の
休
学
に
な
る
が
、
や
り
た

い
と
思
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
を

逃
し
た
く
な
い
」。
狐
崎
教

授
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
笑
顔

で
激
励
し
て
く
れ
た
。「
自

分
も
走
る
喜
び
を
取
り
戻
し

た
い
」。
ロ
ー
マ
（
１
９
６

０
年
）、
東
京
（
64
年
）
の

五
輪
で
優
勝
し
た
ア
ベ
ベ
・

ビ
キ
ラ
ら
マ
ラ
ソ
ン
の
大
選

手
を
数
多
く
生
ん
だ
陸
上
王

国
エ
チ
オ
ピ
ア
で
の
活
動
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
。

エ
チ
オ
ピ
ア
で
ス
ポ
ー
ツ
支
援

小
山
さ
ん
（
経
済
３
） 

青
年
海
外
協
力
隊
員
に

▲　今夏、海外の陸上競技大会（Ｉ

ＡＵＭ）で二十種競技に出場。

右端が小山さん＝エストニア

のタルトゥで


